
Ⅰ　施設の管理概要

指定管理者名 くまもとファズ株式会社
指定期間 平成31年（2019年）年4月1日から令和6年（2024年）3月31日まで

設置目的

施設区分

指定管理料 41,420,000円 （令和元年度（2019年度分））

Ⅱ　管理運営の評価
　１　管理業務の水準の評価
管理業務の水準を表す指標 目標値（h又はTEU） 実績値（h又はTEU） 備考
ガントリークレーンの標準稼働時間 216 h 339.5 h
ストラドルキャリアの標準稼働時間 518 h 205.5 h H30.10.2～H31.4.24故障
コンテナヤードの取扱コンテナ数 4,787 TEU 14,291 TEU 空コンテナを含む
ジブクレーンの標準稼働時間 － 0 h
【点検・調査結果及び評価】

　２　管理業務実施状況
　　①　点検及び修繕の業務実績

施設名 実施日数 実施体制（人） 内容

ガントリークレーン（日常点検） 288 1
外観検査及び日常点検記録簿記載事項について乗車
前に点検

（月次点検） 22 3
クレーン等安全規則によるクレーン定期検査（月1回実
施）

（年次点検） 4 3 クレーン等安全規則によるクレーン定期検査
（修繕１） 1 2 左海フリッパー修理（R1.10)
（修繕２） 1 1 メッセンジャーワイヤー交換（R1.10)
（修繕３） 1 1 主巻モーターフィルター交換（R1.11)

ジブクレーン （日常点検） 288 1
外観検査及び日常点検記録簿記載事項について乗車
前に点検

（月次点検） 11 1
クレーン等安全規則によるクレーン定期検査（月1回実
施）

（年次点検） 3 3 クレーン等安全規則によるクレーン定期検査
（性能検査） 1 3 クレーン協会による性能検査（R1.4)

ストラドルキャリア （日常点検） 288 1
外観検査及び日常点検記録簿記載事項について乗車
前に点検

（月次点検） 11 2
労働安全衛生法及び道路運送車両法の安全基準を満
足する定期点検（月1回実施）

（年次点検） 5 2
労働安全衛生法及び道路運送車両法の安全基準を満
足する定期点検

（修繕１） 1 1 エレメント購入（R1.7)
（修繕２） 1 1 年次点検油脂関係交換（R1.7)
（修繕３） 1 2 ガイドローラーブラケット仮修理（R2.2)

コンテナヤード （日常点検） 288 1 コンテナヤード内の巡回
冷凍電源 （日常点検） 288 1 外観点検（腐食等）

（定期点検） 12 1 受電設備定期点検に併せて実施
貨物上屋 （日常点検） 288 1 貨物上屋内の巡回

（修繕１） 1 1 貨物上屋オーバードア修理（R1.6)
くん蒸上屋 （日常点検） 288 1 くん蒸上屋内巡回
受電設備 （日常点検） 288 1 外観点検

（定期点検） 12 1 月1回実施
（年次点検） 1 2 年1回実施

管理棟 （日常点検） 288 1 設備点検
（定期清掃） 52 1 週1回清掃
（年末清掃） 1 4 ワックス掛け、窓ふき

浄化槽 （定期点検） 6 1 2ヶ月に1回実施
（清掃） 1 1 浄化槽内清掃
（法定点検） 1 1 法定検査

消防設備 （定期点検） 2 2 年２回実施
【点検・調査結果及び評価】

※　実施体制については平均人員を記載。

熊本港コンテナターミナル指定管理者　令和元年度（2019年度）　管理運営評価票

　　　所管部課：土木部河川港湾局港湾課

　ジブクレーンについては、ガントリークレーンの代替機として位置付けているため、目標値の設定を行っていない。
　また、ストラドルキャリアの実績値が目標値を下回っているのは、故障により使用できなかった期間があったためである。その間は、
指定管理者所有のストラドルキャリアを使用している。
　取扱コンテナ数は目標を大きく上回っており、指定管理者の管理水準は概ね良好である。

　点検等については、必要な人員を確保し、管理運営に関する協定書に基づき適正に実施されており、概ね良好である。

施設概要

熊本港で取り扱うコンテナ貨物の荷捌き及び保管

ガントリークレーン（1基）、ジブクレーン（1基）、ストラドルキャリア（1台）、コンテナヤード、冷凍電
源、貨物上屋、くん蒸上屋、受電設備、管理棟、照明その他附帯施設



　　②　管理・運営の業務の実績
　　　　ア　許可業務

業務名 施設名 件数 備考
使用許可 ガントリークレーン 100

ジブクレーン 0
ストラドルキャリア 62
コンテナヤード 24
荷捌き地 36
冷凍電源 14
貨物上屋 49
くん蒸上屋 2
照明用投光器 31
給水 3

【点検・調査結果及び評価】

　　　　イ　荷役機械の講習
業務名 施設名 件数 備考

ガントリー
ジブクレーン 対象者なし
ストラドルキャリア

【点検・調査結果及び評価】

　３　利用状況

施設名
令和元年度

（２０１９年度）
平成３０年度
（２０１８年度）

前年度比

ガントリークレーン利用可能日数 366 365 100.3%
利用日数 100 113 88.5%
利用率 27% 31% -
利用時間数 339.5 284.5 119.3%

ジブクレーン 利用可能日数 366 365 100.3%
利用日数 0 2 0.0%
利用率 0% 1% -
利用時間数 0 2.5 0.0%

ストラドルキャリア 利用可能日数 342 185 184.9%
利用日数 62 40 155.0%
利用率 18% 22% -
利用時間数 205.5 96.5 213.0%

コンテナヤード 利用可能日数 366 365 100.3%
（荷捌き地） 利用日数 366 365 100.3%

利用率 100% 100% -
利用時間数 - - -

冷凍電源 利用可能日数 366 365 100.3%
利用日数 60 39 153.8%
利用率 16% 11% -
利用時間数 1,154 778 148.3%

貨物上屋 利用可能日数 366 365 100.3%
利用日数 366 365 100.3%
利用率 100% 100% -
利用時間数 - - -

くん蒸上屋 利用可能日数 366 365 100.3%
利用日数 23 0 皆増
利用率 6% 0% -
利用時間数 - - -

照明用投光器 利用可能日数 366 365 100.3%
利用日数 31 14 221.4%
利用率 8% 4% -
利用時間数 313 100 313.0%

給水 利用可能日数 366 365 100.3%
利用日数 3 3 100.0%
利用率 1% 1% -
利用時間数 - - -

【点検・調査結果及び評価】

  新規の運転士登録者がなかったため実施していない。

  各施設の利用状況については、前年度と同程度であり、指定管理者の管理水準としては概ね良好である。

  各施設とも通常想定される許可件数であり、概ね良好である。

運転講習
対象者なし

対象者なし



 ４　使用料収入状況
月 件数 収入済額 収入未済額 摘要
4 8 3,102,740 0
5 11 4,331,877 0
6 11 3,490,218 0
7 12 3,499,818 0
8 9 3,290,923 0
9 9 3,540,684 0
10 10 4,329,218 0
11 13 3,723,797 0
12 12 3,343,749 0
1 10 3,481,718 0
2 10 3,171,125 0
3 10 3,225,907 0

年計 125 42,531,774 0
【点検・調査結果及び評価】

　５　管理経費の収支決算
　　①　収入

項目 内訳 金額（円）
熊本県 41,420,000

41,420,000
　　②　支出

項目 内訳 金額（円）
16,035,000

荷役機器修理等 186,067
その他施設補修 上屋補修等 57,500
受電施設保守点検委託料 月例点検 528,000

年2回定期点検 50,000
浄化槽保守点検料 40,800
事務所清掃費用 管理棟清掃 258,294
人件費 従業員給与等 14,685,127
法定福利費 社会保険料等会社負担分 2,352,488
厚生費 法定健康診断費 16,908
賃借料 コピー機・電話機リース 313,380
消耗品費 事務用品、コピーカウント代金等 813,809
旅費交通費 従業員交通費等 444,816
通信費 電話料・プロバイダ料・切手代等 269,651
諸会費 各種会費 354,600
雑費 新聞費等 128,201
水道光熱費 水道料・電気料 226,989
保険料 指定管理者施設賠償責任保険等 254,170
消費税 1,703,080

38,718,880
【点検・調査結果及び評価】
  管理経費の収支は、県からの管理委託料の範囲内で適正に執行されており、概ね良好である。

　６　意見苦情等の対応
改善状況

【調査結果及び評価】

　７　昨年度の評価で、改善を指摘された事項に対する対応
改善内容結果

【調査結果及び評価】

　８　その他

  特になし

2ヶ月に1回定期点検、浄化槽清掃費等

ｶﾞﾝﾄﾘｰ、ｼﾞﾌﾞ、ｷｬﾘｱ保守点検委託料 月次点検、年次点検、消耗部品補修等
荷役機械部品修理費

消防施設保守点検委託料・設備修理

収入計

指定管理者委託料（消費税込）

  施設使用料の収入については、収入未済がなく適切に徴収しているため、良好である。

指摘事項

支出計

  特になし

利用者からの意見・苦情等

  特になし


